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医薬品情報・DIレターについて

医薬品情報利用のポイント
医薬品情報は，主に医薬品の副作用情報を中心に発症機序等について解説を加えています。

ポイント1 　これで「使用上の注意改訂のお知らせ」は捨てられる？
各社が配布する「使用上の注意改訂のお知らせ」から改訂の理由と改訂内容を 2 ～ 3 ヵ月ご

とにまとめて掲載しています。改訂の根拠となった症例数が記載されているので，およその

発現頻度がわかります。「使用上の注意改訂のお知らせ」や「医薬品・医療機器等安全性情

報」で紹介されている症例数も記載しています。

ポイント2 　解説も載っています。
「使用上の注意改訂のお知らせ」から重要と思われる解説を引用しています。また，副作用

の症状や用語に関する解説を独自に作成して掲載しています。

ポイント3 　重篤副作用疾患別対応マニュアル
スペースが許す限り「重篤副作用疾患別対応マニュアル」を掲載しています。副作用の説明

や早期発見にお役立てください。

DIレター利用のポイント
DIレターは，主に新医薬品の適正使用情報を中心とした情報を提供しています。

ポイント1 　一包化，粉砕・脱カプセル，経管投与の情報が載っている！
適正使用情報の筆頭は「製剤情報」です。一包化や粉砕・脱カプセルは可能か？製剤の安定

性が保証できる期間はどのくらいか？を安定性試験や企業内データを調査して記載していま

す。経管投与についても，懸濁液が通過可能なチューブの太さ（
フレンチ　

Fr）や簡易懸濁法について

調査しています。

ポイント2 　効能・効果，用法・用量にも理由がある！
効能・効果では，疾患のどのような症状にどれくらい効果があるのか，用法・用量では，至

適とされた用量の理由や，適宜増減の幅等について解説されています。服薬指導のヒントと

なるよう「くすりのしおり」から「この薬の作用と効果について」を転載しました。

ポイント3 　副作用はなぜ起こる？いつ起こる？
副作用が発現する機序，好発時期，具体的な対処法等，添付文書に記載されていない情報を

解説しています。発現率は実際の例数も参考にしてください。

「医薬品情報」および「DIレター」は，（公社）東京都薬剤師会が東京都から委託を受けた

『令和 3 年度「かかりつけ薬局」育成事業』の一環として，令和 3 年 7 月から令和 4 年 3 月ま

で隔月に発行する医薬品情報誌です。主に薬局に配布されていますが，東京都医師会，地区医

師会並びに東京都歯科医師会に一部が贈呈されています。
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P.	1 	 ブロナンセリン（経口剤）（ロナセン®　他），ブロナンセリン（貼付剤）（ロナセン®テープ）

の禁忌改訂，相互作用改訂

P.	3 	 スボレキサント（ベルソムラ®錠）の禁忌改訂，相互作用改訂

P.	4 	 ポサコナゾール（ノクサフィル®）の禁忌改訂，相互作用改訂

	 	 レボノルゲストレル（緊急避妊の効能を有する製剤）（ノルレボ®錠）の重要な基本的注意

改訂，特定の背景を有する患者に関する注意改訂，その他の注意新設（新記載要領）

P.	5 	 レボノルゲストレル（緊急避妊の効能を有する製剤）（レボノルゲストレル錠「F」）の重要

な基本的注意改訂，妊婦，産婦，授乳婦等への投与改訂，その他の注意新設（旧記載要領）

	 	 タクロリムス水和物（軟膏剤0.1％，軟膏剤0.03％）（プロトピック®軟膏・軟膏小児用）の

警告削除，重要な基本的注意新設及び削除，その他の注意新設

P.	7 	 フィンゴリモド塩酸塩（イムセラ®カプセル，ジレニア®カプセル）の重要な基本的注意新

設，重大な副作用新設

P.	8 	 アミノレブリン酸塩酸塩（アラグリオ®顆粒剤分包，アラベル®内用剤）の禁忌削除，相互

作用改訂

最近の添付文書改訂と
その理由

令和3年12月～令和4年2月
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抗精神病薬／セロトニン・ドパミン遮断薬（SDA）　ブロナンセリン（経
口剤），ブロナンセリン（貼付剤）の禁忌改訂，相互作用改訂　
［2021.12］

改 訂 の 理 由

ポサコナゾールはCYP3A4に対し，強い阻害作用を有するアゾール系抗真菌剤であり，本剤と併用

した場合，CYP3A4が主要代謝酵素である本剤の血中濃度が上昇し，作用が増強するおそれがある。

In vivo 試験より得られたパラメータによる静的薬物速度論（MSPK）モデルを用いた予測により，

ブロナンセリンとポサコナゾールを併用した場合において，ブロナンセリンの血漿中曝露量が，安全

性の懸念が生じる程度以上の曝露量まで増加するとの推定結果が得られ，リスクがベネフィットを上

回ると考えられることから，専門委員の意見も踏まえ，改訂することが適切と判断され，禁忌及び併

用禁忌に追記された。

直近 3 年度の国内副作用症例として，ブロナンセリンとポサコナゾール併用症例の集積はない（ポ

サコナゾールの販売開始年月：2020年 4 月）。

� ※詳細は各製剤の添付文書参照

薬　品　名 記　　　載

【経口剤】

�ロナセン錠・散

（大日本住友）

�ブロナンセリン

錠「DSPB」・

散「DSPB」（大

日 本 住 友 =DS

ファーマプロモ）

他

【貼付剤】

�ロナセンテープ

（大日本住友）

禁忌改訂（下線部追記）

アゾール系抗真菌剤（イトラコナゾール，ボリコナゾール，ミコナゾール

（経口剤，口腔用剤，注射剤），フルコナゾール，ホスフルコナゾール，ポサコ

ナゾール），HIVプロテアーゼ阻害剤（リトナビル，ロピナビル・リトナビル

配合剤，ネルフィナビル，ダルナビル，アタザナビル，ホスアンプレナビル），

コビシスタットを含む製剤を投与中の患者

相互作用「併用禁忌」の項改訂（下線部追記）

薬剤名等
臨床症状・

措置方法
機序・危険因子

CYP3A4を強く阻害する薬剤

［アゾール系抗真菌剤（イトラコナ

ゾール，ボリコナゾール，ミコナゾ

ール（経口剤，口腔用剤，注射剤），

フルコナゾール，ホスフルコナゾー

ル，ポサコナゾール），HIVプロテ

アーゼ阻害剤（リトナビル，ロピナ

ビル・リトナビル配合剤，ネルフィ

ナビル，ダルナビル，アタザナビ

ル，ホスアンプレナビル），コビシ

スタットを含む製剤］

本剤の血中

濃度が上昇

し，作用が

増強するお

それがある。

本剤の主要代謝酵素であ

る CYP3A4を 阻 害 す る

ため，経口クリアランス

が減少する可能性があ

る。外国において，ケト

コナゾール（経口剤：国

内未発売）との併用によ

り本剤の AUC が17倍，

Cmaxが13倍に増加した

との報告がある。
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不眠症治療薬／オレキシン受容体拮抗薬　スボレキサントの禁忌改訂，
相互作用改訂　［2021.12］

改 訂 の 理 由

『ポサコナゾール』はCYP3Aを強く阻害する薬剤である。In vivo 試験より得られたパラメータに

よる静的薬物速度論（MSPK）モデルを用いた予測により，スボレキサントとポサコナゾールを併用

した場合において，スボレキサントの血漿中曝露量が，安全性の懸念が生じる程度以上の曝露量まで

増加するとの推定結果が得られ，リスクがベネフィットを上回ると考えられることから，専門委員の

意見も踏まえ，追記された。また「ボリコナゾール」の記載位置はアゾール系抗真菌薬でまとめるた

めに移動された。

直近 3 年度の国内副作用症例として，スボレキサントとポサコナゾール併用症例の集積はない。

薬　品　名 記　　　載

ベルソムラ錠

（MSD）

禁忌改訂（下線部追記）

CYP3Aを強く阻害する薬剤（イトラコナゾール，ポサコナゾール，クラリスロ

マイシン，リトナビル，ネルフィナビル，ボリコナゾール）を投与中の患者

相互作用「併用禁忌」の項改訂（下線部追記）

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子

CYP3Aを強く阻害する薬剤

（イトラコナゾール，ポサコ

ナゾール，クラリスロマイシ

ン，リトナビル，ネルフィナ

ビル，ボリコナゾール）

本剤の作用を著しく

増強させるおそれが

あるため，併用しな

いこと。

スボレキサントの代謝酵素

であるCYP3Aを強く阻害

し，スボレキサントの血漿

中濃度を顕著に上昇させる。
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深在性真菌症治療薬　ポサコナゾールの禁忌改訂，相互作用改訂　
［2021.12］

改 訂 の 理 由

スボレキサント及びブロナンセリンの添付文書との整合性を図り記載された。『スボレキサント』

との併用により，スボレキサントの血漿中濃度が上昇すると予測されることから，スボレキサントの

作用を著しく増強させるおそれがある。また，『ブロナンセリン』との併用により，ブロナンセリン

の血中濃度が上昇すると予測されることから，ブロナンセリンの作用を増強させるおそれがある。

薬　品　名 記　　　載

ノクサフィル錠・

点滴静注

（MSD）

禁忌改訂（下線部追記）

エルゴタミン酒石酸塩・無水カフェイン・イソプロピルアンチピリン，ジヒ

ドロエルゴタミン，メチルエルゴメトリン，エルゴメトリン，シンバスタチン，

アトルバスタチン，ピモジド，キニジン，ベネトクラクス［再発又は難治性の

慢性リンパ性白血病（小リンパ球性リンパ腫を含む）の用量漸増期］，スボレ

キサント，ルラシドン塩酸塩，ブロナンセリンを投与中の患者

相互作用「併用禁忌」の項改訂（下線部追記）

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子

スボレキサント スボレキサントの作用を

著しく増強させるおそれ

がある。

ポサコナゾールの併用により，

CYP3A4が阻害され，これらの

薬剤の血漿中濃度が上昇すると

予測される。

ルラシドン塩酸

塩，ブロナンセ

リン

これらの薬剤の作用を増

強させるおそれがある。

ポサコナゾールの併用により，

CYP3A4が阻害され，これらの

薬剤の血中濃度が上昇すると予

測される。

緊急避妊薬　レボノルゲストレル（緊急避妊の効能を有する製剤）
の重要な基本的注意改訂，特定の背景を有する患者に関する注意
改訂，その他の注意新設（新記載要領）［2022.2］

改 訂 の 理 由

本剤を緊急避妊に使用する前に妊娠していないことを確認する方法及び本剤の児への影響に関する

診療ガイドライン等の記載状況，並びに公表文献の検索結果等を踏まえ，添付文書改訂の必要性を検

討された結果，専門委員の意見も踏まえ，改訂することが適切と判断された。

直近 3 年度の国内副作用症例として，該当する症例の集積はない。
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薬　品　名 記　　　載

（新記載要領）

ノルレボ錠

（あすか=武田）

8 ．重要な基本的注意改訂（下線部追記）

本剤は性交後に妊娠を回避するためのものであり，計画的に避妊する場合は，

可能な限り避妊効果の高い経口避妊薬などを用いて避妊すること。

本剤投与後も妊娠する可能性があるため，適切な避妊手段を指導すること。

本剤の投与に際しては，以下の点を確認すること。

・妊娠していないこと。

・問診等による，肝機能異常，心疾患，腎疾患及びその既往歴の有無。

9 ．特定の背景を有する患者に関する注意「生殖能を有する者」の項削除

9.4 生殖能を有する者

本剤は性交後に妊娠を回避するためのものであり，計画的に避妊する場合は，

可能な限り避妊効果の高い経口避妊薬などを用いて避妊すること。

本剤投与後も妊娠する可能性があるため，適切な避妊手段を指導すること。

本剤の投与に際しては，内診，免疫学的妊娠診断等により妊娠していないこと

を十分に確認すること。

9 ．特定の背景を有する患者に関する注意「妊婦」の項改訂（下線部追記）

9.5 妊婦

投与しないこと。既に成立した妊娠には，本剤の有効性は期待できない。

海外で実施された観察研究において，レボノルゲストレルを緊急避妊に使用し

たにもかかわらず妊娠に至った場合の児の奇形，流産等の発現割合は，非投与の

場合と比較して差は認められなかったとの報告がある。

15．その他の注意「臨床使用に基づく情報」の項新設

15.1 臨床使用に基づく情報

緊急避妊に使用した場合の報告ではないが，他の黄体ホルモン製剤を使用した

妊婦からの出生児において外性器異常の報告がある。
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緊急避妊薬　レボノルゲストレル（緊急避妊の効能を有する製剤）
の重要な基本的注意改訂，妊婦，産婦，授乳婦等への投与改訂，
その他の注意新設（旧記載要領）［2022.2］

薬　品　名 記　　　載

（旧記載要領）

レボノルゲストレル錠「F」

（富士製薬工業）

重要な基本的注意改訂（取り消し線部分削除）

本剤の投与に際しては，内診，免疫学的妊娠診断等により妊娠して

いないことを十分に確認すること。また，問診等により，肝機能異常，

心疾患，腎疾患及びその既往歴の有無を確認すること。

妊婦，産婦，授乳婦等への投与改訂（下線部追記）

妊婦には投与しないこと。［既に成立した妊娠には，本剤の有効性

は期待できない。］

海外で実施された観察研究において，レボノルゲストレルを緊急避

妊に使用したにもかかわらず妊娠に至った場合の児の奇形，流産等の

発現割合は，非投与の場合と比較して差は認められなかったとの報告

がある。

その他の注意新設

緊急避妊に使用した場合の報告ではないが，他の黄体ホルモン製剤

を使用した妊婦からの出生児において外性器異常の報告がある。
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アトピー性皮膚炎治療薬／免疫抑制外用薬　タクロリムス水和物（軟膏
剤0.1％，軟膏剤0.03％）の警告削除，重要な基本的注意新設及び
削除，その他の注意新設　［2021.12］

改 訂 の 理 由

本剤の有効成分であるタクロリムスの注射剤や経口剤ではリンパ腫等の悪性腫瘍のリスクがあるこ

とが知られている。本剤は外用剤でありリスクは低いと考えられたが，マウス塗布がん原性試験の結

果や因果関係は明確ではないもののリンパ腫，皮膚がんの自発報告があることから，患者又は代諾者

にその説明を行い理解した上で使用していただくよう「 1 ．警告」に記載されてきた。しかしながら，

0.03％製剤の再審査において，悪性腫瘍の発現状況を追跡調査した国内製造販売後長期観察調査の結

果，悪性腫瘍の報告がなかったことや，海外長期疫学研究において本剤の発がんリスク上昇が認めら

れなかったことが明らかになったことから，悪性腫瘍のリスクが潜在的リスクであることは変わりな

いものの，警告欄で注意喚起を継続する必要性は低いと評価された。また，患者又は家族への説明内

容に関しては，上記の国内製造販売後長期観察調査，海外長期疫学研究の結果を追記することが適切

と判断された。そのため，0.1％製剤もあわせて「 1 ．警告」の注意喚起が削除され，「 8 ．重要な基

本的注意」に最新の臨床使用情報に基づく注意事項が追記された。

マウス塗布がん原性試験の結果については，必ずしもヒトに外挿できるとは限らないこと，上記の

通り長期の臨床使用における情報が得られたことから，臨床使用における情報と同様に説明を必須と

する必要性は低いと判断されたため，本項では記載はない。ただし，「15．その他の注意」15.2 非臨

床試験に基づく情報の項には引き続き記載される。

また，「 8 ．重要な基本的注意」に記載されていた「 2 年以上の長期使用時の局所免疫抑制作用

（結果として，感染症を増加させたり，皮膚がんの誘因となる可能性がある）については，臨床試験

成績がなく不明である。」については， 3 年間の「長期特別調査」及び10年間の「治験症例の追跡調

査」の結果，皮膚感染症及び皮膚以外の感染症の発現に経時的な上昇はみられず，上記の通りこれら

の調査を含む 3 つの長期観察調査（10年間）で皮膚がんを含む悪性腫瘍の発現は報告されなかった。

以上の臨床成績が蓄積されたことから当該記載は削除された。

「 8 ．重要な基本的注意」に追記された本剤と発がんリスクに関する情報として，本剤の長期的な

発がんリスク上昇を評価するために海外で実施された大規模な前向き疫学研究であるAPPLES＊の結

果が追記された。

＊�APPLES（A Prospective Pediatric Longitudinal Evaluation to Assess the Long-Term Safety of 

Tacrolimus Ointment for the Treatment of Atopic Dermatitis）：海外で実施された小児アトピー性皮膚炎

患者を対象とした10年間の大規模疫学研究であり，米国FDAから承認に際して皮膚がん及び全身性悪性

腫瘍の発現リスクについて検討を指示されたことから，当時承認を有していた藤沢薬品工業株式会社の

米国子会社により実施された。2005年に試験を開始，2020年 4 月に最終解析結果が公表文献 1 ）され，本

剤使用例でのがんの発生率は，マッチングされたバックグラウンドデータから予想されるものであり，

本剤の使用による長期的な発がんリスクの上昇の仮説は裏付けられなかったと結論づけられた。

文献 1 ）Paller A.S., et al.: J. Am. Acad. Dermatol. 2020; 83（ 2 ）: 375-381

医薬品情報05.indb   7医薬品情報05.indb   7 2022/02/18   17:47:102022/02/18   17:47:10



─ 8 ─ ─ 9 ─

� ※詳細は各製剤の添付文書参照

薬　品　名 記　　　載

プロトピック軟膏・	

軟膏小児用

（マルホ）

警告削除

マウス塗布がん原性試験において，高い血中濃度の持続に基づくリンパ

腫の増加が認められている。また，本剤使用例において関連性は明らかで

はないが，リンパ腫，皮膚がんの発現が報告されている。本剤の使用にあ

たっては，これらの情報を患者又は代諾者に対して説明し，理解したこと

を確認した上で使用すること。

重要な基本的注意新設

本剤の免疫抑制作用により潜在的な発がんリスクがある。0.03％製剤で

実施された長期の国内製造販売後調査において，悪性リンパ腫，皮膚がん

等の悪性腫瘍の報告はなく，長期の海外疫学研究においても，本剤の使用

による発がんリスクの上昇は認められなかった。一方，本剤使用例におい

て関連性は明らかではないが，悪性リンパ腫，皮膚がんの発現が報告され

ている。本剤の使用にあたっては，これらの情報を患者又は家族に対して

説明し，理解したことを確認した上で使用すること。

重要な基本的注意削除

2 年以上の長期使用時の局所免疫抑制作用（結果として，感染症を増加

させたり，皮膚がんの誘因となる可能性がある）については，臨床試験成

績がなく不明である。

その他の注意「臨床使用に基づく情報」新設

長期的な発がんリスクを評価するために，海外で小児アトピー性皮膚炎

患者を対象とした疫学研究（10年間の前向きコホート研究）が実施され

た。延べ観察期間44,629人・年において悪性腫瘍が 6 例に報告され，年齢

及び性別の合致する集団における予測発生率5.95例に対する標準化罹患比

は1.01（95％信頼区間0.37-2.20）であった。
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多発性硬化症治療薬　フィンゴリモド塩酸塩の重要な基本的注意新
設，重大な副作用新設　［2021.12］

改 訂 の 理 由

1 ．「重要な基本的注意」「重大な副作用」の項への「血小板減少」の注意喚起の追記

臨床試験成績，市販後における副作用の自発報告から得られたデータを解析した結果，本剤との因

果関係を否定することはできないことからCCDS※に「血小板減少」が追記された。

2 ．「重要な基本的注意」の項への「投与中止後の重度の疾患増悪」に係る注意喚起の追記

欧州医薬品庁（EMA）及び米国食品医薬品局（FDA）からの要請に基づき，本剤投与中止後の重

度の疾患増悪について，文献，疫学情報，Novartis安全性データベース，臨床試験データが評価され

た。その結果，EMA及びFDAからの指示に基づき，欧州及び米国添付文書が改訂され，その後，

CCDSに「投与中止後の重度の疾患増悪」が追記された。

CCDSに記載されたことに加えて，国内においても本剤投与中止後の重度の疾患増悪に関する報告

が集積していることから，「投与中止後の重度の疾患増悪」に関する注意喚起を追記された。

なお，投与中止後に重度の疾患増悪が発現した症例における，中止から発現までの期間は，投与中

止後12週以内が64.5％，12週経過～24週以内が31.2％，24週経過後が4.3％であった（国内外の市販

後データ）。

直近 3 年度の国内副作用症例として，「血小板減少関連症例」 0 例，「投与中止後の重度の疾患増悪

関連症例」20例（うち，因果関係が否定できない症例18例，死亡 0 例）が集積されている。

「添付文書改訂のお知らせ」には，「多発性硬化症再発」 1 例の概要が掲載されている。

＊�CCDS（Company Core Data Sheet：企業中核データシート）：�  

各国の添付文書を作成する際に基準となる製品情報文書。安全性情報，効能又は効果，用法及び用量，

薬理学的情報及び製品に関するその他の情報が記載されており，世界中から集められた安全性情報が評

価され，最新の情報が反映されるよう逐次改訂が行われている。

薬　品　名 記　　　載

イムセラカプセル

（田辺三菱）

ジレニアカプセル

（ノバルティス）

重要な基本的注意新設

血小板減少があらわれることがあるため，本剤投与開始前及び投与中は定期

的に血液検査（血球数算定等）を行うこと。

本剤の投与中止後に，投与開始前より重度の疾患増悪が報告されており，投

与中止後概ね24週までに認められている。投与を中止する場合には，重度の疾

患増悪に留意すること。

重大な副作用新設

血小板減少
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光線力学診断用薬　アミノレブリン酸塩酸塩の禁忌削除，相互作用
改訂　［2022.1］

改 訂 の 理 由

アミノレブリン酸塩酸塩と光線過敏症を起こすことが知られている薬剤の併用又は食品の摂取につ

いては，これまで併用禁忌の項に記載され注意喚起が行われてきた。今般，アミノレブリン酸塩酸塩

製剤の国内外の光線過敏症の発現状況とこれらの薬剤の併用又は食品の摂取有無，光線過敏症発現時

の症状の程度等が，医薬品医療機器総合機構によって評価され，アミノレブリン酸塩酸塩との併用・

摂取に関する注意喚起を「併用禁忌」の項から「併用注意」の項に変更されることとなった。

薬　品　名 記　　　載

アラグリオ顆粒剤分包

（SBI ファーマ = 日本

化薬）

アラベル内用剤

（ノーベルファーマ）

禁忌削除

光線過敏症を起こすことが知られている薬剤：テトラサイクリン系抗生

物質，スルフォンアミド系製剤，ニューキノロン系抗菌剤，ヒペリシン

（セイヨウオトギリソウ抽出物）等，セイヨウオトギリソウ（St.John’s 

Wort，セント・ジョーンズ・ワート）含有食品を投与中の患者

相互作用「併用禁忌」の項削除
薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子

光線過敏症を起こすことが知

られている薬剤：テトラサイ

クリン系抗生物質，スルフォ

ンアミド系製剤，ニューキノ

ロン系抗菌剤，ヒペリシン（セ

イヨウオトギリソウ抽出物）等

光線過敏症を起こす

おそれがある。

本 剤 投 与 後 2 週 間

は左記薬剤の投与又

は食品の摂取は避け

ること。

本剤は体内で光感

受性物質に代謝さ

れるので，左記薬

剤との併用又は食

品の摂取により光

線過敏症が増強さ

れることが考えら

れる。

セイヨウオトギリソウ（St.John’s 

Wort，セント・ジョーンズ・ワ

ート）含有食品

相互作用「併用注意」の項新設
薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子

光線過敏症を起こすことが知

られている薬剤：テトラサイ

クリン系抗生物質，スルフォ

ンアミド系製剤，ニューキノ

ロン系抗菌剤等

光線過敏症を起こす

おそれがあるので注

意すること。

特に本剤投与後48

時間は，左記薬剤の

投与又は食品の摂取

を可能な限り避ける

ことが望ましい。

本剤は体内で光感

受性物質に代謝さ

れるので，左記薬

剤との併用又は食

品の摂取により光

線過敏症が増強さ

れることが考えら

れる。

セイヨウオトギリソウ（St.John’s 

Wort，セント・ジョーンズ・ワ

ート）含有食品
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─ 29 ─ ─ 29 ─

◆最近の添付文書改訂とその理由
COVID-19ワクチンモデルナ筋注 （現「スパイク
バックス筋注」）	 2（6），3（4），4（4）
GSプラスターC「ユートク」	 1（7）
MS温シップ「タイホウ」	 1（7）
MS冷シップ「タイホウ」	 1（7）
PL配合顆粒・幼児用PL配合顆粒	 1（7）
SG配合顆粒	 1（7）
アクトネル錠	 2（4）
アスピリン「ケンエー」	 1（4）
アスピリン「ヨシダ」	 1（4）
「純生」アスピリン	 1（9）
アドフィードパップ	 1（9）
アラグリオ顆粒剤分包	 5（8）
アラベル内用剤	 5（8）
イスキア配合錠A330	 1（5）
イドメシンコーワゲル・コーワゾル・コーワクリー
ム・コーワパップ	 1（8）
イブプロフェン錠「タイヨー」	 1（5）
イベニティ皮下注シリンジ	 2（5）
イムセラカプセル	 5（7）
インテバン軟膏・クリーム・外用液	 1（8）
ウテメリン錠	 1（14）
エアーサロンパス	 1（7）
エテンザミド「ヨシダ」	 1（5）
オステラック錠	 1（6）
オパイリン錠	 1（6）
カトレップテープ・パップ	 1（8）
カピステン筋注	 1（6）
キャブピリン配合錠	 1（10）
クロザリル錠	 1（11）
ケトプロフェン筋注「日新」	 1（6）
ケトプロフェン坐剤「JG」	 1（6）
ケトプロフェン坐剤「日新」	 1（6）
コートリル錠	 2（3）
コミナティ筋注	 2（6），3（4），4（2）
コンプラビン配合錠	 1（9）
サリチル酸「ケンエー」	 1（9）
サリチル酸メチル「東豊」	 1（9）
サリチル酸ワセリン軟膏　東豊	 1（9）
サルブタモール錠「日医工」	 1（13）
ジカベリン注	 1（6）
ジソペイン錠	 1（6）
静注用マグネゾール	 2（2）
ジャクスタピッドカプセル	 3（3）

ジレニアカプセル	 5（7）
水溶性ハイドロコートン注射液	 2（3）
スタデルム軟膏・クリーム	 1（7）
スチックゼノールA	 1（8）
ストロメクトール錠	 4（8）
スピール膏M	 1（9）
スミル外用ポンプスプレー・スチック・ローション	
・テープ	 1（8）
スルガム錠	 1（6）
スルピリン注「NP」	 1（6）
スルピリン注射液「日医工」	 1（6）
セクタークリーム・ローション・ゲル	 1（8）
ゼスタッククリーム	 1（9）
ゼポラステープ・パップ	 1（9）
セルタッチパップ・テープ	 1（8）
ゼルヤンツ錠	 4（5）
セレコキシブ錠「アメル」	 1（5）
セレコックス錠	 1（5）
ゾメタ点滴静注	 2（4）
ソル・コーテフ注射用，静注用	 2（3）
ソレトン錠	 1（6）
ダイドロネル錠	 2（5）
タケルダ配合錠	 1（9）
ツムラ小柴胡湯加桔梗石膏エキス顆粒（医療用）	
	 1（15）
トパルジック軟膏・クリーム	 1（8）
トルツ皮下注オートインジェクター・シリンジ	
	 2（5）
ナイキサン錠	 1（5）
ナパゲルン軟膏・クリーム・ローション	 1（8）
ナボールゲル・パップ・テープ・テープL	 1（8）
ニフラン錠	 1（5）
ネオビタカイン注・注シリンジ	 1（6）
ノルレボ錠	 5（4）
ハーネシップ	 1（7）
バイアスピリン錠	 1（9）
ハイペン錠	 1（6）
バキスゼブリア筋注	 2（7），3（5）
バキソカプセル	 1（5）
バキソ軟膏	 1（8）
バファリン配合錠A330	 1（5）
バファリン配合錠A81	 1（9）
パミドロン酸二Na点滴静注用「F」	 2（4）
パミドロン酸二Na点滴静注用「サワイ」	 2（4）
パラミヂンカプセル	 1（6）

令和 3年度　医薬品情報　索引
主な製品名（成分），解説，参考，数字は号数，（　）内の数字はページ数
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ピーエイ配合錠	 1（7）
ピロキシカムカプセル「ツルハラ」	 1（5）
フェルデン軟膏	 1（8）
フォサマック錠	 2（4）
プラノプロフェンカプセル「日医工」	 1（5）
プラリア皮下注シリンジ	 2（5）
フルカムカプセル	 1（5）
ブルフェン錠・顆粒	 1（5）
プロトピック軟膏・軟膏小児用	 5（5）
ブロナンセリン錠「DSPB」・散「DSPB」	 5（1）
フロベン錠・顆粒	 1（6）
ペオン錠	 1（6）
ベシカム軟膏・クリーム	 1（7）
ベネット錠	 2（4）
ベネトリン吸入液・錠・シロップ	 1（13）
ベルソムラ錠	 5（3）
ペレックス配合顆粒・小児用ペレックス配合顆粒	
	 1（7）
ボナロン錠・経口ゼリー・点滴静注バッグ	 2（4）
ボノテオ錠	 2（4）
ボルタレンローション・ゲル・テープ	 1（8）
ポンタール散・細粒・カプセル・シロップ	 1（6）
ボンビバ錠	 2（4）
マグセント注	 2（2）
モーラステープ・パップ・テープL・パップXR	
	 1（8）
ヨシピリン	 1（5）
ランマーク皮下注シリンジ	 2（5）
リカルボン錠	 2（4）
リクラスト点滴静注液	 2（4）
リトドリン塩酸塩錠	 1（15）
硫酸マグネシウム「NikP」	 1（14），2（2）

レボノルゲストレル錠「F」	 5（6）
レリフェン錠	 1（6）
ロキソニンゲル・テープ・パップ	 1（9）
ロキソニン錠・細粒	 1（5）
ロキソプロフェンNa外用ポンプスプレー「TCK」	
	 1（9）
ロキソプロフェンナトリウム錠「日医工」・細粒
「日医工」・内服液「日医工」	 1（5）
ロコアテープ	 1（6）
ロナセンテープ	 5（1）
ロナセン錠・散	 5（1）
ロピオン静注	 1（5）
ロルカム錠	 1（5）
ロルノキシカム錠「KO」	 1（6）

◆重篤副作用疾患別対応マニュアル
�重度の下痢	 1（19）
�血栓症（血栓塞栓症，塞栓症，梗塞）	 2（15）
�尿閉・排尿困難	 3（15）
�心室頻拍	 4（18）
�急性膵炎（薬剤性膵炎）	 5（11）

第 1回　�薬局薬剤師が行う「新型コロナウイルス
（SARS-CoV-2）感染予防」と「コミナティ
筋注取り扱い上の注意点の変更」について	
	 1（16）

第 2回　�薬剤師が行う新型コロナウイルス感染予防
対策について	 2（16）

第 3回　�生物の特徴と感染症対策－消毒薬を中心に－	
	 3（6）

第 4回　�新型コロナウイルス感染症（COVID-19）
の現状	 4（9）
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